
JP 5353203 B2 2013.11.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネル及び前記液晶表示パネルを透過照明する発光ダイオードを備えた液晶表
示器が発した表示光によって虚像を表示させるヘッドアップディスプレイ装置であって、
　前記液晶表示器は、前記発光ダイオードが発した照明光を集光するレンズ群を備えると
共に、
　前記レンズ群は、前記発光ダイオードが発した照明光を集光するコンデンサレンズと、
前記コンデンサレンズによって集光された前記照明光を縦方向及び横方向に広げる光学部
材と、縦方向の曲率と横方向の曲率とが異なるトロイダル面を有し前記光学部材によって
縦方向及び横方向に広げられた前記照明光を集光する集光レンズと、を有することを特徴
とするヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記光学部材は、前記照明光を縦方向に広げる第一のレンズ部と、前記照明光を横方向
に広げる第二のレンズ部と、を有することを特徴とする請求項１に記載のヘッドアップデ
ィスプレイ装置。
【請求項３】
　前記第二のレンズ部は、第一のレンチキュラレンズと、前記第一のレンチキュラレンズ
の開口数に比して開口数が大きい第二のレンチキュラレンズと、を有することを特徴とす
る請求項２に記載のヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項４】
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　前記第一のレンズ部または前記第二のレンズ部は、平行光を光軸からの間隔に略比例す
る角度で屈折させる形状であることを特徴とする請求項２に記載のヘッドアップディスプ
レイ装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネル及びこの液晶表示パネルを透過照明する発光ダイオード等の
発光素子を有する液晶表示器が発した表示光によって虚像を表示させるヘッドアップディ
スプレイ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、液晶表示器を用いたヘッドアップディスプレイ装置が種々提案されており、
例えば特許文献１に開示されている。斯かるヘッドアップディスプレイ装置１は、表示光
Ｌを車両のフロントガラス或いはコンバイナと称される半透過板に投影し、虚像を表示す
るものである。ヘッドアップディスプレイ装置１は、透光性の窓部２を備えたハウジング
３に液晶表示器４及び反射鏡５を収容したものであり、液晶表示器４が発した表示光Ｌは
、反射鏡５で反射されてフロントガラス或いは半透過板に投影される。液晶表示器４は、
液晶表示パネル６及びこの液晶表示パネル６を透過照明する発光ダイオード等の発光素子
７を有するものである。
【特許文献１】特開平１１－３１００５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、発光素子７が発した照明光は、液晶表示パネル６を透過して、アイボッ
クスと称される視点範囲よりも大きい範囲に広がってしまうため、照明光の無駄が多く、
表示される虚像の輝度が低いという問題を有していた。この問題を解決するため、発光輝
度が高い光源を用いることが考えられるが、メタルハライドランプ等の発光輝度が高い光
源は大きいため、液晶表示器４が大型化してしまう虞がある。
　本発明は、この問題に鑑みなされたものであり、虚像を高輝度にて表示できるヘッドア
ップディスプレイ装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、請求項１に記載したように、液晶表示パネル１８及び前記液晶表示パネル１
８を透過照明する発光ダイオード２２を備えた液晶表示器１５が発した表示光Ｌによって
虚像Ｖを表示させるヘッドアップディスプレイ装置１１であって、前記液晶表示器１５は
、前記発光ダイオード２２が発した照明光を縦方向及び横方向に集光するレンズ群２３，
５３を備えると共に、前記レンズ群２３，５３は、前記発光ダイオード２２が発した照明
光を集光するコンデンサレンズ２１と、前記コンデンサレンズ２１によって集光された前
記照明光を縦方向及び横方向に広げる光学部材２０，５０と、縦方向の曲率と横方向の曲
率とが異なるトロイダル面を有し前記光学部材２０，５０によって縦方向及び横方向に広
げられた前記照明光を集光する集光レンズ１９と、を有するものである。
【０００５】
　また、本発明は、請求項２に記載したように、前記光学部材２０，５０は、前記照明光
を縦方向に広げる第一のレンズ部２０ａ，５０ａと、前記照明光を横方向に広げる第二の
レンズ部２０ｂ，２０ｃ，５０ｂと、を有するものである。
【０００６】
　また、本発明は、請求項３に記載したように、前記第二のレンズ部２０ｂ，２０ｃは、
第一のレンチキュラレンズ２０ｂと、前記第一のレンチキュラレンズの開口数に比して開
口数が大きい第二のレンチキュラレンズ２０ｃと、を有するものである。
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【０００７】
　また、本発明は、請求項４に記載したように、前記第一のレンズ部５０ａまたは前記第
二のレンズ部５０ｂは、平行光を光軸からの間隔に略比例する角度で屈折させる形状であ
る。
【発明の効果】
【０００８】
　アイボックスに対応するように、発光ダイオードが発した照明光を縦方向及び横方向に
集光し、液晶表示パネルを透過照明することが可能になり、高輝度で虚像を表示すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、添付の図面に基づいて、本発明の一実施形態について説明する。図１乃至図３は
、第一実施形態を示すものである。
　ヘッドアップディスプレイ装置１１は車両のダッシュボード１２内に配設されている（
図２参照）。ヘッドアップディスプレイ装置１１が投射する表示光Ｌはフロントガラス１
３により車両ドライバー１４に反射される。車両ドライバー１４は虚像Ｖを風景と重畳さ
せて視認することができる。
【００１０】
　ヘッドアップディスプレイ装置１１は、液晶表示器１５，反射器１６等をハウジング１
７に収容したものである。液晶表示器１５は、液晶表示パネル１８と、集光レンズ１９と
、光学部材２０と、コンデンサレンズ２１と、発光ダイオード２２とからなるものである
。レンズ群２３は、集光レンズ１９，光学部材２０及びコンデンサレンズ２１からなるも
のである。集光レンズ１９は、縦方向の曲率と横方向の曲率とが異なるトロイダル面を有
する凸レンズからなるものである。
【００１１】
　液晶表示パネル１８は、透明電極膜が形成された一対の透光性基板に液晶を封入した液
晶セルの前後両面に偏光板を貼着したものであり、ケース体２４に固定されている。ケー
ス体２４は略角筒形状になっており、ケース体２４の後端部は、後述する放熱部材に固定
されている。ケース体２４の中間部には集光レンズ１９，光学部材２０及びコンデンサレ
ンズ２１が保持され、前端部には液晶表示パネル１８が保持されている。発光ダイオード
２２が発した照明光は、コンデンサレンズ２１によって、光線密度が均一である略平行光
になり、光学部材２０及び集光レンズ１９を介して、液晶表示パネル１８を透過照明する
。発光ダイオード２２は、回路基板２７に搭載されている。
【００１２】
　反射器１６は、凹面鏡３０，保持部材３１及びステッピングモータ３２を有している。
凹面鏡３０は、樹脂（例えばポリカーボネート）に金属（例えばアルミニウム）を蒸着さ
せ反射面３０ａを形成したものである。反射面３０ａは凹面となっており、液晶表示器１
５が発した表示光Ｌが拡大されて虚像Ｖが表示される。凹面鏡３０は保持部材３１に両面
粘着テープにより接着されている。保持部材３１は樹脂（例えばＡＢＳ）からなるもので
あり、歯車部３４及び軸部３５が一体に形成されている。保持部材３１の軸部３５はハウ
ジング１７に軸支されている。
【００１３】
　ステッピングモータ３２の回動軸には歯車３７が取付けられており、この歯車３７は、
保持部材３１の歯車部３４と噛合されている。凹面鏡３０は保持部材３１と共に回動可能
な状態で支持されており、ステッピングモータ３２により凹面鏡３０を回動させ、表示光
Ｌの投射方向を調整することができる。車両ドライバー１４は、押ボタンスイッチ（図示
しない）を操作し表示光Ｌが目の位置に反射されるように（即ち、虚像Ｖを視認できるよ
うに）凹面鏡３０の角度を調整する。
【００１４】
　４０は放熱部材であり、この放熱部材４０は、ハウジング１７の開口部１７ａに配設さ
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れている。放熱部材４０は、図示しないビスによってフランジ部４０ａでハウジング１７
に固定されている。放熱部材４０は、平板形状の多数の放熱フィン４０ｂを有しており、
発光ダイオード２２が発した熱をハウジング１７の外に放出する。４２は長方形環状のパ
ッキング部材であり、このパッキング部材４２は、放熱部材４０と、ハウジング１７の開
口部１７ａの間を塞ぐことによって、ハウジング１７の中に塵埃が入ることを防いでいる
。
【００１５】
　ハウジング１７には液晶表示器１５及び反射器１６が収容される。ハウジング１７には
表示光Ｌが出射する窓部４４が設けられている。この窓部４４は透光性樹脂（例えばアク
リル）からなるものであり、湾曲形状になっている。ハウジング１７には遮光壁１７ｃが
設けられており、太陽光等の外光が液晶表示器１５に入射し虚像Ｖが見えにくくなる現象
（ウォッシュアウト）を防止している。遮光壁１７ｃは平板形状になっており、ハウジン
グ１７の上部から斜めに垂下するように形成されている。
【００１６】
　次に、図３に基づいて、光学部材２０について詳述する。光学部材２０は、後面側（発
光ダイオード２２側）に形成されたレンズ部２０ａと、前面側（液晶表示パネル１８側）
に形成されたレンズ部２０ｂ，２０ｃとを有しており、発光ダイオード２２から発せられ
て、コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を縦方向及び横方向に広げる。
　光学部材２０のレンズ部２０ａは、横方向に伸長するレンチキュラレンズからなるもの
であり、コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を縦方向に広げる。光学部材２
０のレンズ部２０ｂ，２０ｃは、縦方向に伸長するレンチキュラレンズからなるものであ
り、コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を横方向に広げる。
【００１７】
　レンズ部２０ｂは、光学部材２０の前面側の中央部に設けられており、レンズ部２０ｃ
は、レンズ部２０ｂの左右両側に設けられている。レンズ部２０ｃの開口数は、レンズ部
２０ｂの開口数よりも大きくなっており、コンデンサレンズ２１によって集光された照明
光が横方向に大きく広がり、アイボックスの周辺で徐々に暗くなるようになっている。
【００１８】
　図４乃至図６は、第二実施形態を示すものである。第二実施形態は、光学部材５０のみ
が第一実施形態と異なり、他の構成は第一実施形態と同様であるので、その詳細な説明を
省略する。
【００１９】
　光学部材５０は、前面側（液晶表示パネル１８側）に形成されたレンズ部５０ａと、後
面側（発光ダイオード２２側）に形成されたレンズ部５０ｂとを有しており、発光ダイオ
ード２２から発せられて、コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を縦方向及び
横方向に広げる。
　光学部材５０のレンズ部５０ａは、横方向に伸長するマイクロレンズアレイからなるも
のであり、コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を横方向に広げる。光学部材
５０のレンズ部５０ｂは、縦方向に伸長するマイクロレンズアレイからなるものであり、
コンデンサレンズ２１によって集光された照明光を横方向に広げる。
【００２０】
　レンズ部５０ａ，５０ｂは、平行光を光軸からの間隔に比例する角度で屈折させる形状
になっている。例えば、レンズ部５０ａ，５０ｂの光軸Ａから所定間隔Ｗを隔てた平行光
Ｐ１は、レンズ部５０ａ，５０ｂにおいて、光軸Ａに対して所定角度αで屈折し、光軸Ａ
から所定間隔２Ｗを隔てた平行光Ｐ２は、レンズ部５０ａ，５０ｂにおいて、光軸Ａに対
して所定角度２αで屈折し、光軸Ａから所定間隔３Ｗを隔てた平行光Ｐ３は、レンズ部５
０ａ，５０ｂにおいて、光軸Ａに対して所定角度３αで屈折する。なお、光軸Ａ上の平行
光Ｐ０は屈折しない。
【００２１】
　第一，第二実施形態によれば、発光ダイオード２２が発した照明光をコンデンサレンズ
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び横方向に広げることによって、車両ドライバー１４のアイボックスに対応するように液
晶表示パネル１８を透過照明することが可能になり、高輝度で虚像Ｖを表示することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第一実施形態を示す断面図。
【図２】同上第一実施形態を示すヘッドアップディスプレイの概観図。
【図３】同上第一実施形態を示す光学部材の前面図及び後面図。
【図４】本発明の第二実施形態を示す断面図。
【図５】同上第二実施形態を示す光学部材の前面図及び後面図。
【図６】同上第二実施形態を示す光学部材の要部拡大図。
【図７】従来例を示す断面図。
【符号の説明】
【００２３】
　１１　　ヘッドアップディスプレイ装置
　１５　　液晶表示器
　１７　　ハウジング
　１８　　液晶表示パネル
　２０　　光学部材
　２０ａ　第一のレンズ部
　２０ｂ　第一のレンチキュラレンズ（第二のレンズ部）
　２０ｃ　第二のレンチキュラレンズ（第二のレンズ部）
　２１　　コンデンサレンズ
　２２　　発光ダイオード
　２３　　レンズ群
　５０　　光学部材
　５０ａ　第一のレンズ部
　５０ｂ　第二のレンズ部
　　Ｖ　　虚像
　　Ｌ　　表示光
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